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随想舎では次の4つの方法で本を出版しております
①自費出版・私家版
②自費出版・書店配本
　著者が書店への配本を希望する場合、その内
容を検討し、所定の条件の上、県内主要書店で
ISBNコードと定価をつけ販売いたします

③準企画出版・共同出版
　原稿の内容を検討し、準企画として出版できる

と判断した場合、著者とのご相談の上、制作に
かかる費用を負担し合い出版する方法です。こ
の場合、ISBNコードと定価をつけ県内全書店
と全国主要書店で配本、販売いたします
④企画出版
　小社の企画として出版いたします

随想舎は設立以来、今日まで本づくりを仕事としてきました。
これまでの出版文化が東京発であったことに対し、私たちはあえて地方発の出版をささやかな志に据え、
たくさんの著者と読者に出会うことができました。一冊の本に込められた情熱は決して小さなものではありません。
私たちは、出版という恵まれた仕事を通し、著者の「伝えたい」という情熱を、
本という形に変えるお手伝いを続けていきたいと考えます。


